
回平城 京や恭仁京 の地 を一望 できる地 にある

威厳工 夫貨 畠中興の名刺

かいじゆうせん じ
海住山寺 五 重塔 初 層 開扉 愈ど

1 0／30～11／14
（ 荒天 時などは五重 塔開 扉中

止の場合有）

9 ：00～ 16：30（受付 16：00まで）

五重塔・本堂・本坊を含む拝観料 ＝

大人 ：700円、高校生以下300円

境内入 山と本 坊拝観のみ ＝

大人 ：300円、小 中生 ：150円

鎌倉 時 代 の南 都 仏 教 再 興 につとめ

られた解 脱 上 人 貞慶 によって中興さ

れ、厄 除 けの 寺 としても知 られ る海 住

山寺では、紅 葉 が境 内を華やかに彩

る頃 、国宝 の 五 重 塔 初 層 が特 別 に

公開 され るとともに 、本 堂 内 での 寺 宝

展も開 催 され ます 。
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京都府 木津川 市加 茂町例 幣海住 山2 0 ℡ 07 74－76－22 56

」R 加茂 駅 から奥畑 行 きコミュニティバ ス「海 住山 寺 口」下車 徒 歩2 0分（※平 日の み運 行）

」R 加茂 駅 からタクシー約 10分 h ttp ：／ル W W ．kaijy u sen ji．jp／
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匡司 「 九体寺 」の別名を持ち、藤原 時代の堂塔、庭園、

仏像 がまとまっで伝 わる見 事な浄土 式伽藍 の古剃

さ、、 そ う

岸血 指 義由如来坐像填ど

貞貞 1 0／30～11／14
（ 吉祥天女立像は10／1～ 1 1／3 0）

9 ：00～17：00（受付 16：30まで）

大人 ：300円

小学生 ：150円

池をはさんで本堂 と三 重塔 が 向かい

合い、平 安 時 代 の美 しい庭 園 その まま

が眼前 に広 がる浄 瑠璃 寺では、紅 葉

が静 かな境 内を彩 る頃に、国 宝の三

重塔の本尊・薬師如来坐像（重文）

が、本年 に限り国宝 の本 堂 内 にて特

別に公 開 され ます 。また、吉 祥 天 女 立

像も例 年 どおり特 別 開 扉 され ます 。
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京都 府木 津川市 加茂町 西小札 場4 0 ℡ 07 74176－2 390

」R加茂 駅か ら加茂 山の 家行き コミュニ ティバ ス「浄瑠 璃寺 前」下 車徒歩 3分（※毎 日運行 ）

」R・近鉄 奈良 駅か ら浄瑠 璃寺前 行 きバ ス終点 下車徒 歩3分

〔 司巨岩 を中 心 に信 仰 の 山としでは じまり、

弥勒の浄土としで栄えた笠置 山の寺 院

豊島毒 寺宝展鮒

－10／30～11／14
9：00～16 ：00（受付 16：00まで）

園笑栗実話 認 諾 完。。

じっちゅ うかし ょう

笠置 寺 は、実 忠 和 尚 が東 大 寺 二 月

堂の「お水 取 り」を伝 授され、笠 置寺

の正 月堂 で初 回の行法 を執 り修 めら

れた所 といわ れ るなど、南 都 と

深い 関 わ りの あ る寺 院 。笠 置

寺縁 起などの寺に伝 わる寺 宝

の数 々を収蔵 庫 などで特 別に

展示 します 。
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京都府 相楽郡 笠置 町笠 置山2 9 ℡－0 74 3－9 5－284 8

」R笠置駅 から徒歩4 0分

h tt p ：／／w w w ．k∂Sa g jd e「a ．0「．jp／
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回紅葉に映えでそびえる
とう の

三重塔 が美しい当尾 の里 の古寺

がんせん じ
岩船寺 三 重塔 初 屑 開 扉をど

済 1 0／3 0′）1 1／14
（ 雨天 時な どは開扉 中止 の場

合有）

1 0：00～16：00（受付15：45まで）

大人 ：300円、中高生 ：250円、
小学生 ：150円

花の 寺 として 知 られ 、ア ジサ イや 紅 葉

などが美 しく、境 内に石 造の文化 財 が

多く伝 わる岩船 寺 。山門を入 った奥 の

小高 いところにそび え、近 年 修 復 を終

えた宋 塗 りの三 重 塔（重 文 ）初 層 が

特別 に開扉 され、極 彩 色の鮮 やかな

内部壁 画などが拝観 いただけます。
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京都府木 津川 市加茂 町岩 船上 ノ門4 3 ℡ 0 7 74－76－33 90

」R加 茂駅 から加 茂 山の家 行きコミュニティバス「岩船寺 」下車 す ぐ（※毎 日運 行）

（ 」R・近鉄奈 良駅 から浄瑠璃 寺前 行きバ ス終点 でコミュニティバスに乗 継可 ）

0 0 0 ◎ ○◎0 0 0 ◎◎

～祈りの回廊 ～現地特別講話

平城 遷 都 1 3 0 0 年 祭 の開 催 主 旨で ある

「 日本 の 歴 史・文 化 が 連 綿 と続 い た ことを

“祝 い・感 謝 する”」を念 頭 に、奈 良 を創 っ

た先 人 た ちの偉 業 などをゆか りの社 寺 現

地に て 講 話 し、後 の 時 代 に 継 承 す るととも

に、奈 良 の奥 深 い魅 力 を再 認 識 しでいた

だく機 会 とします 。

日時 ：撮則 として特 別 開帳 期 間中の 1日

場所 ：特別開帳開催の社寺等

定員 ：4 0 名 ～ 2 0 0 名（開 催 場 所 により異 な ります ）

※写 7コは イ メ ー ジ で す 。

申込み方 法 二開 催 社 寺 ごとに別 々の 往 復 は が きで の 申 込 み とな ります

（ 応募多数の場合は抽選、参加費は無料、別途拝観料などが必要な場合有）

詳細 はホームページをご覧 くだ さい

平城遷都 13 00年祭公式ホームペ】ジト h ttp ：／／w w w ．1 3 0 0 ，j p／

問い合わせ先 ：平 城遷 都 13 0 0年 祭 コール センター

電 話 ：0 74 2－2 5一之O lO

FA X ：0 74 2－2 0 －0 7 10
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回舞台造の本堂からは奈良盆地を遠望でき、
し y さん

侶 貴 山 と親 しまれ る

ちょう こ そ ん し じ し き さ ん え ／し ぎ え よ き

朝護孫子寺 信貴 山縁起絵巻壕ど

麟10／31～11／149幻0～ 16 ：0 0（受付 1 6：0 0まで）

園笑実惣 是認 ≡翳品

みょうれん

信貴 山の中興開 山の 命 蓮 上 人の霊験

を絵 巻にした「信 貴 山縁 起 絵巻 」（国 宝）

全う巻が特別 開帳。10月末からは、

信景 山で命 蓮が姉 と出会う物 語 を
あ ま ぎみ

措いた「尼 公 の巻 」が展 示 され ま
なか

す。また、本 堂の中秘仏「毘沙 門天

立像 」も10 ／1から11／3 に特 別 開扉

されます（別 途拝 観料 が必 要 ）。

境内 写娼胡 讃孫子寺

信任 LU 縁 起 絵 巻「尼 公 の 巻 」（部 分 ） 写央 朝避孫 丁寺

生駒郡 平群町 信貴 山2 280 －1 ℡ 0 74 5－72－22 77（本坊 ）

近鉄信 景山下 駅 から信 貴 山・三室 園東 口行 きバ ス「信責 山」下 車徒 歩 15分
h t tp ：／／w w w ．sig is 訓1 0「，jp ／

匡∃
いかろが再興 された三 重塔 が斑 鳩の里の田園風景 に映 える、

聖徳太 子ゆかりの古剃

はう り ん じ しゅ う き と く べ つ て ん

法輪寺 秋季特別展

1 1 ／1（ ノ1 1 〝

9 ：00～16：00（受付 15：50まで）

園奈仝窒認 諾 高生‥400円、

法輪 寺 は、聖徳 太子 の病 気 平 癒 を
や ま し ろ お お え の お う

願った子・山背 大 兄王 によって建立 さ
み い

れた と伝 えられ 、地 名 に ちなん で 三 井

でら

寺とも呼 ばれる。近 隣の法 隆寺 、法起

寺の 塔 とともに斑 鳩 三 塔 と呼 ば れ 、落

雷により焼 失 し近 年 再 建 され た 三 重

塔の再 建 35年 を記 念 した秋 季特 別

展が 開 催 されます。
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生駒郡斑鳩町三井 15 70 ℡ 0 74 5－7 5－2 68 6
」R・近 鉄王 寺駅 か ら国道 横 田行 きバ スまた は近 鉄 筒井 駅 か ら王 寺駅 行 きバ ス「中 宮寺 前」下 車徒 歩 15分
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瀬神社 R

回数知れない寺宝が伝わり、
世界最古 の木造建 築 が建 ち並ぶ、我 が国屈指 の名刺

ほうりゆう じ

法隆寺 法隆寺秘宝展

9 ／11～11／30
9 ：00～ 16：00
（ 退出は 1 6：3 0まで）

大宝蔵殿拝 観料 ＝

大人 ：500円、小学生 ：250円

世界文化 遺産の法隆寺 は聖徳太

子建 立 の寺 院 。貴 重 な仏 教 文 化 の

宝庫 である法 隆 寺で、通常 は拝 観す

ることが で きな い秘 宝 の 数 々 の 一 部

が、展 示 替 えを行 いつつ公 開 。期 間

限定 で春 季・秋季 のZ 回、西 院伽 藍

の東 側 にある大 宝 蔵 殿 で特 別 に展

示され ます 。
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生駒郡 斑鳩 町法隆 寺山 内 1－1 ℡ 074 5 －75 －25 55
」R法 隆寺駅 か ら法 隆寺 門 前行 きバ ス終点 下 車す ぐ、近 鉄筒 井駅 か ら王寺 駅行 きバ ス「法隆 寺前 」下車 す ぐ

h ttp ：／／w w 〉）．h o「y u ji．0「．jp ／

回聖徳太子が母（穴穂部聞入皇后）のために
その宮 所 を寺 としたと伝 わる尼 寺

ちゅうぐう じ さゆう わ でん
中宮寺 鳩和殿での特別展示

擾公那 ：監 守㌶（盟 隻仰5：3。

まで、境内入 山は15 ：4 5まで）

大人 ：500円、中学生 ：400円、

小学生 ：250円

別途 入山料必要／大人 ：500円、

中学 生 ：400円、小学生 ：250円

最古 の尼 寺 といわれ 、宮 家 の皇

女が 入 寺される慣 習 から門 跡寺

院となった中宮寺 。通 常非 公 開の

鳩和 殿 にて、濱 野 年 宏画 伯 が措

いた聖徳太子絵伝四季図大屏

風や襖 絵 、障 壁 画 などが特 別 に

公開 され ます 。
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生駒郡斑鳩町法隆寺北 1－1－2 ℡ 0 74 5－7 5－210 6
」R法隆寺駅か ら法隆寺 門前行きバス終点下 車徒歩8分、近 鉄筒井駅 から王 寺駅行きバス「中宮寺前」下車徒歩 5分
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